
国 立 大 学 法 人 京 都 大 学 内 部 監 査 規 程 新 旧 対 照 表 
改   正   前 改   正   後 

 （前 略） 
（監査の実施） 
第３条 監査は、監査室が実施する。 
２ 監査は、原則として、実地監査により行う。た
だし、状況によっては、監査を受ける部局等（各
研究科等（各研究科、各附置研究所、附属図書館、
医学部附属病院及び各センター（国立大学法人京
都大学の組織に関する規程（平成１６年達示第１
号。以下この項において「組織規程」という。）第
３章第７節から第１１節に定める施設等をいう。）
をいい、組織規程第５２条第１項の部局事務部等
を含む。）、事務本部の各部及び各共通事務部をい
う。以下「監査の対象部局」という。）から書類等
を取り寄せ、書面審査により行うことができる。 
 （中 略） 
（監査の通知） 
第１３条 監査室長は、監査を実施するに当たり、
あらかじめ監査の対象部局等の長に文書により通
知する。ただし、緊急又は特に必要と認められる
場合は、口頭をもって通知することができる。 
 
 
 （後 略） 
 

 
（監査の実施） 
第３条 （同 左） 
２ 監査は、原則として、実地監査により行う。た
だし、状況によっては、監査を受ける部局等（各
研究科等（各研究科、各附置研究所、附属図書館、
医学部附属病院及び各センター（国立大学法人京
都大学の組織に関する規程（平成１６年達示第１
号。以下この項において「組織規程」という。）第
３章第７節から第１２節に定める施設等をいう。）
をいい、組織規程第５６条第１項の部局事務部等
を含む。）、事務本部の各部及び各共通事務部をい
う。以下「監査の対象部局」という。）から書類等
を取り寄せ、書面審査により行うことができる。 
 
（監査の通知） 
第１３条 監査室長は、監査を実施するに当たり、
あらかじめ監査の対象部局等の長（全学教員部に
あっては、総長が指名する理事。以下同じ。）に文
書により通知する。ただし、緊急又は特に必要と
認められる場合は、口頭をもって通知することが
できる。 
 
   附 則 
 この規程は、平成２８年４月１日から施行する。 

 


